
すっかり秋めいてきて紅葉なども見られるようになってきましたね。 

こんにちは、サービス管理責任者の大場です。 

七沢療育園も本格的な秋モードになり、利用者さん、職員ともに『○○の

秋』を楽しむべく日々過ごしています。ナナフェス（後頁参照）や運動会が楽

しみですね。 

さて、話は変わりますが最近の福祉現場では「意思決定支援」という事が話

題になっています。私たちの仕事は利用者さんの意思を尊重し、ニーズに基づ

いた個別支援計画の作成を行い実践していくことになりますが、このことの根

本にあるのが「意思決定支援」です。 

利用者さんの意思を実際の支援に繋ぐために必要な過程となっています。 

七沢療育園の利用者さんは自らの意思表示が難しい方が多く、支援者も意思

をくみ取るのが難しいですが利用者さんがどのように今まで過ごしてきたの

か、興味のあるものは何か、どんなことをしたら表情が変わったり身体が反応

したりしたのか、又、ご家族が持っている幼少期の時の情報など利用者さんに

かかわるたくさんの情報を取り入れ、利用者さんの持つ意思が何かをつかみ利

用者さんの思いを具体化していく、このことが七沢療育園の「意思決定支援」

と捉え、日々業務を行っています。 

まだまだ勉強不足ではありますがご家族をはじめいろいろな方から情報を戴

きながら「意思決定支援」を進めてまいりたいと思っています。今後ともどう

ぞよろしくお願いいたします。 
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サービス管理責任者  大場 誠一郎 

こんにちは、サビ菅です  



 
９月の誕生者は２名。 

名物アトラクション「３分くらいかもしれないクッキング」では、生

クリーム泡立て競争！！皆が熱い視線を送る中、熾烈な戦い

を制したのは一体誰！？そして、ご家族の皆さまによる飾り付

け♪どれも可愛いらしく素敵なケーキになりました。 

10月のグループ外出は、あんぱんまんミュー

ジアムへ★食事にもあんぱんまんが！！ 

個別のプログラムで秋を感じました。活動では秋の花火で風情を演出！ 



 

療育園のみなさんにとってイベント盛りだくさんの秋になりました。 

10月27日（土）福祉棟で行われるお祭りにて、我が七沢農園で育てたさつま芋を使ったスイー

ツ（いもぷりん）を移動販売します！      ～写真はメイキングの様子です～ 

10月より配属となりました 田島怜 と申します。 

 9月までは手術室・ICU、それ以前は七沢病院・５B病棟で脳

卒中の患者さんがいる病棟に勤務していました。療育園の利用

者さん達は、今まで関わってきた患者さん達と全く違う疾患で

す。また療育園という全く違う環境で働くことで色々戸惑うこと

も多いかもしれませんが、看護課、支援課の方々、利用者さん

の家族の方々と協力して、利用者さん達の生活支援ができたら

なと思います。 

 趣味はバイク、好きなものは甘い物とコーヒー（ブラック）、苦

手なものは辛い物と甘いコーヒー。実家で犬と猫を飼っていま

す。宜しくお願いします。 



 なぜこの記事を書こうと思ったかというと、台風24号…実は私の家でも停電になったん

です。トイレに行きたいと思ったとき、もしやと捻った水道の蛇口からは水が出ず、その

時はじめてトイレの災害対策の大切さに気が付きました。いつ復旧するか分からないまま

トイレの恐怖を抱えて眠りにつき、朝に復旧していてくれたのには本当に安心しました。

前置きが長くなりましたが、停電に向けての備えについて書いていきます！！ 

＜療育園では…＞ 

 病院の備蓄として療育園のある東館は、約2日間の自家発電が可能です！トイレの水も

流れます！ただ空調は止まってしまうとのこと。冬場は備蓄の石油ストーブがあります。

10月7日に夏を思い出すような暑さのなか行った点検のための計画停電では、扇風機の後

ろに氷を置き冷風を作ったり、冷感スプレーを使用するなどの対策をしてました。 

＜一般的な医療機器について＞ 

人工呼吸器：人工呼吸器は停電と同時に内部バッテリーに切り替わり、機種によりますが

だいたい新しいもので10時間もちます。万が一に備えて外部バッテリーや、発電機を準備

しておくことが大切です。 

吸引器：吸引器の多くは内部バッテリーがないので、停電したらすぐに使えなくなりま

す。50㏄程の小さな注射器を吸引チューブにつないで吸い取る方法もあります。 

酸素濃縮器：酸素濃縮器もバッテリーがないものがほとんどで、停電したらすぐ使えなく

なります。酸素ボンベを用意していても長時間の使用は難しいため、発電機を準備してお

くことが大切です。 

＜さいごに＞ 

 災害はいつ起こるかわかりません。備えをし、発電機など半年ごとに使える状態か

チェックしましょう！ 

 

3日（土） ハッピーソングさん来園  /  ７日（水） １４日（水） グループ外出   

11日（日） 全体活動  / 12日（月） 理容  / 18日（日） ガズレレさん来園  

20日（火） 美容      / 25日（日） ニコニコ会議   /  28日（水） お楽しみ会 

★停電について・・・★      看護師：石澤 
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